
日
頃
よ
り
、
本
市
の
都
市
計
画
行
政
に
格
別
な
る
ご
高
配
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。 

市
内
の
西
武
新
宿
線
に
は
、
十
二
箇
所
の
踏
切
が
存
在
し
、
交
通
渋
滞
の
発
生
や
踏
切
事

故
の
危
険
性
、
地
域
の
分
断
に
よ
る
生
活
の
不
便
な
ど
の
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。 

西
武
新
宿
線
の
井
荻
か
ら
東
伏
見
駅
付
近
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
二
十
八
年
三
月
に
連

続
立
体
交
差
事
業
の
事
業
化
に
向
け
、
新
規
に
着
工
を
準
備
す
る
区
間
と
し
て
、
東
京
都
に

よ
っ
て
社
会
資
本
総
合
整
備
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。 

本
市
に
お
い
て
は
、
鉄
道
立
体
化
の
早
期
実
現
に
向
け
て
、
踏
切
が
除
却
さ
れ
た
後
の
東

伏
見
駅
周
辺
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
検
討
す
る
た
め
、
地
域
住
民
の
皆
様
か
ら
委
員
を
募

り
、
「
東
伏
見
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
を
立
ち
上
げ
、
意
見
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、

パ
ネ
ル
展
示
説
明
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
中
で
、
地
域
住
民
の
皆
様
へ
の

周
知
を
図
り
な
が
ら
、
平
成
三
十
年
三
月
に
「
東
伏
見
駅
周
辺
地
区
ま
ち
づ
く
り
構
想
」
を

策
定
い
た
し
ま
し
た
。 

鉄
道
立
体
化
の
実
現
に
あ
た
っ
て
は
、
周
辺
の
道
路
整
備
な
ど
、
沿
線
の
ま
ち
づ
く
り
を

一
体
的
、
総
合
的
に
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
承
知
し
て
お
り
、
今
後
、
東
伏
見
駅
周

辺
の
交
通
基
盤
整
備
を
は
じ
め
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
こ
の
ま
ち
づ
く
り
構
想
の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
を
、
市
議
会
と
市
が
一
体
と
な
っ
て
、
地
域
住
民
の
皆
様
と
も
協
働
し

て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

つ
い
て
は
、
西
武
新
宿
線
の
井
荻
か
ら
東
伏
見
駅
付
近
の
立
体
化
の
早
期
実
現
の
た
め
、

左
記
の
事
項
に
つ
い
て
要
望
い
た
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

記 
  

一 

西
武
新
宿
線
（
井
荻
～
東
伏
見
駅
付
近
）
連
続
立
体
交
差
化
の
早
期
実
現
に
向
け
て
、

積
極
的
に
取
組
を
進
め
る
こ
と 

 

一 

鉄
道
立
体
化
に
あ
わ
せ
た
東
伏
見
駅
周
辺
の
交
通
基
盤
整
備
を
始
め
、
ま
ち
づ
く
り
を

着
実
に
進
め
る
た
め
に
必
要
な
支
援
を
講
じ
る
こ
と 

 

平
成
三
十
年
七
月
十
日 

 

西
東
京
市
長 

 
 

 
 

丸
山 

浩
一 

 

西
東
京
市
議
会 

議
長 

小
幡 

勝
己 

 

東
京
都
知
事 

 

小
池 

百
合
子 

様 


